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１．はじめに 

川崎北部地域は、首都圏 20 ㎞圏域としての利便性、小

田急線による交通条件、未使用の丘陵地が多く残存して

いたこと等から、東京近郊の居住人口の受け皿として、

急速な宅地開発が行われた。 

新百合ヶ丘は、1977 年に新百合ヶ丘駅周辺土地区画整

理組合が設立され、土地区画整理事業では、約 28％の公

共施設が確保され、２層構造のぺデストリアンデッキに

よって歩車分離された駅前広場や、歩行者専用道、区域

内を回遊する緑道が整備された。区画整理事業の開始後

４年目に「上物マスタープラン」が地権者の意向により

作成され、その後、川崎市ではこれらをふまえ、1987 年

に地区計画を策定した。1993 年に「川崎新時代 2010 プラ

ン」で、新百合ヶ丘が「新都心」と位置付けられ、現在

は、新百合ヶ丘駅を中心に、行政センター（新百合 21 ホ

ール、麻生市民館）、駅前商業地、小学校のほか、芸術・

文化施設（昭和音楽大学、日本映画学校、川崎市アート

センター）などにより魅力あふれるまちづくりが進めら

れている。 

本研究では、新百合ヶ丘駅周辺の商業施設を中心とし

た歩行者動線の実態を把握し、ぺデストリアンデッキお

よび周辺街路における歩行者の滞留および回遊性向上の

課題について明らかにすることを目的とする。 

２．新百合ヶ丘駅周辺の歩行者動線の調査 

 図１は、新百合ヶ丘駅周辺地区地区計画エリアにおけ

る調査対象路線を示したものである。 

A.B.C.D 路線における歩行者の利用実態調査を実施し、

表および図 2 は、各路線の調査結果を示した。 

新百合ヶ丘駅南口の A 路線は、新百合ヶ丘駅南口から

商業施設群を通り抜け住宅地につながる路線で、B 路線は、

駅前の大規模商業施設をループ状につなぐ路線である。 

A.B 路線の歩行者の合計数が最も多い時間帯は、12 時

台であり、特にランチ目的と思われるグループが多くみ

られた。9 時台は、通勤時間のピーク後であるため歩行者

の合計数が少なくなっているのに対し、12 時台は、9 時

台の約 2 倍の歩行者数となっている。また、17 時台は、

ピークにあたる 12 時台とほぼ同数の歩行者数であった。

これは若年層の主に学生の帰宅時間のためと思われる。 

図 2 をみると、新百合ヶ丘駅からＡ路線を直進する歩

行者は、商業施設側を通っていることがわかる。これら

商業施設の利用者が多いためと思われる（⑦）。Ａ路線の

道路を渡った先の専門商店街モールでは、歩行者が店舗

側に偏り（⑧⑨）、また、自転車通行が多くみられた。 

Ｂ路線では、ＡＴＭ待ちの滞留や日陰での滞留が多く

みられ、その先のビブレへと向かう道では最も人が密集

していた（⑤）。ゆりてらすにつながるＢ路線には、植栽

が施された空間にベンチや池が設けられているが、あま

り使われておらず、歩行者も少ないことがわかる（⑥）。 

新百合ヶ丘駅北口の C 路線は、麻生区役所へと歩道橋

を渡り向かう路線で、D 路線は、新百合ヶ丘駅北口を出

てロータリーを通りぬける路線である。 

C.D 路線は A.B 路線と同様に 12 時台にランチ目的と思

われる友人や会社の知人のグループが多かった。 

C 路線は 12 時台で最も歩行者数が多く、17 時台は 12

時台の 6 割ほどの歩行者数となっている。D 路線は 17 時

台の歩行者数が全時間帯で最も多くなっている。これは

北口バスターミナルと新百合ヶ丘駅北側からの歩行者の

流入が帰宅時間に多いためと思われる。 

図 2 をみると、C 路線では、飲食店が多い南口へ向かう

人の流れが多くみられ（②）、オフィス等が入居している

新百合トゥエンティワンビルからの出入が最も多くみら

れた（①）。D 路線では、バスターミナル横の横断歩道前

で人が集中し（③）、商業施設前の日陰で高齢者の滞留が

みられた（④）。 

全時間を通して A.B 路線では家族が多く、C.D 路線は

友人同士、知人のグループが多くみられた。 

３．まとめ 

以上より、新百合ヶ丘駅周辺のぺデストリアンデッキ

および周辺街路では、多くの歩行者動線が確認されたが、

歩行者の滞留行為は極めて少なかった。今後は、滞留や

回遊性のある路線のあり方を検討すべきと考えられる。 
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